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         ビ タ ミ ンCに 關 す る 知 見

              満  田  久  輝

 無線電信はMarconi,引 力はNewtonが 套見 したというように,世 人は一つの登見 と一人

の名前を結びっげたがるものである.

 然 し獲見 というものはそんな風になされるものではない.知 識 とい うものは無数の人々の個

々の貢献が集 まり共通の流れ となつて進歩嚢達するものである.磐 えば約二世紀 も前に壊血病

は新鮮な野茱か果實により豫防治療出來る事が獲見されたし,1720年Klamerと いうAustria

の一軍醤は3～401.の オ レンヂ汗を以て恐 るべき船乗病を治療 し得た.叉 海軍衛生學の創設
                                 /

者Lind大 佐(1757)も 同様の報告を幾 している.

 この機會にビタ ミン學全般の獲蓬史をも述べて見たい と思 う.衰 弱 と麻痺を特長 とする脚氣

は支那に於ては西紀前2600年 という大昔か ら知 られていた.1882年 軍馨総監高木象寛博士は日

本海軍 より脚氣を馳逐 した.そ してその大功により男爵に叙せられたのである.

 氏は,脚 氣はビタ ミン欠乏症の一種だ と正確に理解 していた課ではないが,李 均の破れた食

餌に起因してい る事を認めた事實は動かせない.何 償病が食物の何かの欠陥に基いているとの

考え方は既に1889年 に記録 されている.「 欠陥は質に關するものであつて量に關するものでな

い.拘 鰻病にならすに,し か も痩せこける事 もあ り,丸 々太つた子供でひ どい何偉病に罹つて

いるもの もある」.然 し,不 幸 にも上記の登見の眞の意義は一般には理解 されていなかつた.

何 となれば,壌 血病 とか脚氣 とか何倭病 というものは或病原盟,細 菌 とか毒素 とかに基因する

ものと一般 に想像 されていたので,箪 に何 ものかの欠乏に因るとは考 えられなかつたか らであ

る.多 分 その理 由は病氣というものは有釜な ものの軍なる欠乏によつて起 ると考えるよりも,

何か積極的な悪作用に依 ると考える方が人々に納得 されやすかつたか らである.且 亦前世紀に

Past?urの 爽見 により推論せられた病原罷読が,す べての讐學思想を支配する傾向にあつたの

で,彼 の天才に眩惑 されて,他 の一切の學読は排除せられ信ぜられなかつたのである.1847年

Buddと いう署學者は抗壌血病ビタ ミンの存在を豫書したが,残 念なが らその根擦は殆 どなか

つた.

 1897年蘭領東印度に於て生物學者Eijkmanは 殆 ど偶然に牝鶏を以てする實験的脚氣の蛮見

の端緒を掴んだ.し か し最初はこの抗脚氣物質は 「藥物學的解毒剤」 と考えられていた.1901

年Eijkmanの 同僚のGrijnsは 次のような暗示をした.即 ち 「脚氣は食物中に申枢帥維組織

の代謝機能にとつて重要な役割を果す物質が欠除する爲 に起 る」 と考 えアこのであるが,1906年

に到 りEijkman自 身 もGrijnsの 意見を採用するようになつた. Eijkmanの 言葉を引用す

るならば,「 蛋白や脂肪や無機物 とは違つた性質の健康上欠 くべからざる物質の欠除が脚氣を

 箭昭和23年4月30日,化 學研究所常曾に於ける講演要旨.
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ひ きお こすのだ」 と,か くて名稻 自盟 は未 だ存在 してい なかつた が,抗 脚 氣 ビタ ミンの明確 な

認識 がな されたので ある.

 1907年Christianiaに 於 てNorwayの 科 學者H・lst・Fr61ichはEijkmanと は 別に鶏のi

代 りにモル モツ トに依 つて同様の實瞼 を行つた.當 時Norwayの 船 員 の悶 には脚氣が 可なb多

かつ たの で,彼 等 は偶 ≧この問題 に興 味 を もつ たのであ る.し か し驚 いた事 には,偏 つ た穀物

食 に よつ て試育 され たモル モツ トは少 しも脚氣の症 状を表 わさず に全 く別 の症 歌 を呈 したが,

これ が壊血病 であ る專 は難 な く認 め られた.か くして偶然 に壌血 病 を實験的 に創 り出 したので

更 に抗壌1血病要素 の本質の究 明が可能 となつた.

 次 でCasimir Rlnk(ポ"ラ}・ ドの生化學者)はLondonのLister研 究 所 に於 てEijkman

の抗 脚氣物 質を純粋 に箪離 せん と努力 した.そ してこの物 質 にAntiberiberi Vitamineと 命 名

した.申 す迄 もな くVi亡alな ア ミン(NH3の 水素原 子 を炭水基 で置換 せ る化合 物RNH2,

R2NH, R3N)と い う意味 か らVitamine と名 付 けたので あ る.

 氏 の學問上 に於 け る貢献 は實験研究 とい うよ9りは寧 ろ學読 の展開一 知識 を系統立 てた事 で

あ る・即 ちAntiberiberi, Antiscurv>・, Antipellagra, Antiricket Vitamineの 存 在 を明 らか

に した ことで あ る.科 學 に於 ては解読者 は登 見者 と同様 に有用で あ る事 は銘記すべ きであ る.

現 今の芳 い科 學者の うちには實験室 に於 ける僅 かな研究の断片で さえ も一つ の論文 を護表 す る

言言睾にな るので,必 然的 に實瞼 とい うものは如何 に膨大 な机上 の科學 よ りも債値 あ りと考 える

傾 向が あ り,か か る机上 の科 學を蔑覗す る ものが あるが愼 むべ きであ る.

 さて,次 に第 二の研究方 向 に注意 を向 けなければな らない.即 ち,食 品の化學分析 を明か に

しよ うとす る研 究であ る.1888年BasleのBunge教 授 の門下 生Luninは 次 の論文 を贋 表 し

た.即 ち,廿 日鼠 は蛋 白,脂 肪,炭 水化物及び無機物 を以 て調製 した人工食 に よつ て飼 育す る時

は生命を維持 す る事 が出來 ない.ミ ル クの如 き天然食 は從來知 られて い る成分以外 に生命維持

に不可訣 な微 量の未知物質 を含んでい るに違 いない とい うのであ る.1909年W.StePp, Peke-

lharing'も 同 じよ うな實瞼 を報告 してい る.し か し合成食 に關 す る最 も令名高 き實験 は何 と云

つて も1912年 に褒 表 されたHopkinsの 研 究であ る.ビ タ ミンに關 して一般 の注意 をひ きつ け

た貼 に於 いてFunkの ビタ ミン読(1912)とHopkinsの 研 究 は二大記 念碑(monument)で

あ る.Darwinが 進 化論の創設者 とされてい るのは,か か る着 想が嘗 て外 の人には一度 も思 い

つかれなかつ たか らとい うのではな く,彼 の論詮 が彼 と同時代 に研 究 に携 わつ ていた科學者 達

を信服せ しむべ き最初の論 誰 であつたか らで ある.HOpkinsの 業 績 も幾 多の先鵬者 の研究 の上

に建 て られ た事 は去 う迄 もない.た だHopkinSは 合 成食 に關す る飼 育實験 に封 す る反封 論 を

排 除す る事 に特 に努 力 した事 は特 嚢すべ きであ る.1912年 に到 りつ いに ビタ ミンの存在 を認 め

る時期 が一般 に熟 して來 たのである.Funk自 身 が告 白 してい るよ うに,之 等 の物質 が後 日ア

ミン としての性質 を もつ ものでない事が誰明 され るか も知 れな い事 は,氏 がVitamineと い う

名前 を選 んだ時 に十分 に氣 がついていたが,ナ こだ響 きの よい,人 氣 の あ る言葉 とな り得 る もの

を選 ぷ必要 があつたのであ る.こ の黙Vitamineな る言葉 は十分 マス トに旗 をかかげ る役 日を

                   (12)
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 果 したので ある.一 方,補 助的要素 に2種 以上存在 す る事 は巨死に古 くか ら想際せ られていた.

  バ タ ・一,卵 黄 中にあるFat soluble Aと 穀 類 中にあるXVater solul)le Bの 如 くビタ ミンの

 分 類 も段 々と明 らか にな り,所 謂水溶 性Bは 合成食 に關す る實験 に於 て軍 に鼠の成長 を助威 し

 た ばか りで な く,脚 氣 を豫 防治療 したので ある,換 言 すれば,合 域食 に於 て鼠 を嚢育 させ るに

 必要 な食物 中の未知 の補助的 要素は欠乏症 を豫防治療 した庭 のFunkの 所 謂Vitamineと 同

 じ ものだ つたので あ る.1920年 に到 りDrummondはVitamineの 最 後 のeを 除いてVitamin

 と命 名 す る事 を提 唱 した.こ こに於 て抗脚 氣 ビク ミン,別 名水溶性BはVitamin Bと 呼 ば

 れ,脂 溶性AはVitaMin A と稻 され るようになつたのであ る. Vita minの 概 念が如何 に
      ゆ

 徐 々 に樽 成 され て來たか とい うことの由來 もあらまし明 らか になつて來た こ とと思 う.想 えば

 Vitamin登 達 史 も極 めて多難 な路であつた.如 何 な る登 見 もか よ うな困難 と岡つて始 めてか

 ち得 られ る もので ある.

  以 上 はCambridgeの1・. J. Harrisの 著"Vitamins in Theory&Practice"を も とに し

 て概読 したので あ る。 ビタ ミンB1に 關 する鈴木梅太郎博士 の業績 は遺憾 乍 ら同書 では全 然ふ

 れ ていないが,偉 大 な る貢 献であ る事 は巾す迄 もない.

  1928年Szen亡 一Gy6rgyiは 生 艦内酸化邊元 系の研究 中ビタ ミンCと 無關 係に牛 の副 腎皮質,

 オ レ ンヂ,甘 藍 よ り還元 性物 質 を分離 し,之 をHexuron酸 と命名 した. Tillmans, Hirsch

 (1932)はHexurOn酸 と ビタ ミンCの 分布が略 ≧等 し く,且 雨者共選元性 を有 す る事 實 に基

 き,恐 ら く爾者 聞 に何等 かの關係が存在 す るもの と考えた・果 して1932年Ki!〕9が レぞ ンよ.り

 分 離 した ビタ ミンCの 結晶 は その性質 がHexurcn酸 と杢 く一致 した.一 ・方Sz,Dt・Gy6rgyi

 (1932)自 身 も同時 にHeXuron酸 の抗壌血病 作用 を認め, He/w ron酸 とビタ ミンCが 同一物

 な る事 が確 定 した.氏 は更 にPaprik£ よ り多量の ビタ ミンCを 軍離 しHaworthに 化 學的研
一 究 を委 ね

,父Michee1. Karrerの 許 で も研究 が進 められ, Uron酸 で ない ことが判明 したので

 Hexuron酸 はAscorbin酸 と改名(1933)せ られ た.次 でHirst(1933)に 依 り構迭が決定 せ

 られ,Reichstein, Haworth, Michee1に 依 り合成が成 しとげられた.か くの如 くビタ ミンC

 の 主要 な化學部 門の研究 は1932～193斗 年 の極 めて短期 間に完成 され た.そ の後定量法や生理作

 用 や讐學的 慮用 に關 す る研 究が進め られてい るが,そ の生禮 内殊 に植物 艦内 に於 け る役割,生

 成 機 購 に關 しては殆 ん ど研 究が な されていない.

  著 者 は有 色試料 のビ タ ミンC定 量法の改良 に努 め,殊 に2:6-diehlorPhenol indoPheno1の

 Butanol EthanO1溶 液 を用い る事 を提唱 し從來の定 量法 の激 々の欠黙 を解 決 レたの である.菅

 此 方法 を活刑 して植物 界に於 け るCの 分布 を槍 した結果,柑 橘類 の数倍乃至 十数 倍のCを 含有

 す る資源 を幾 多嚢見 した.且 つ,陽 光量 とビタ ミンCと の關 係,ビ タ ミンCの 熱 に封 する安定

 性,Ascorbic acid oxydaseの 諸 性質,植 物カ タラーゼ とビタ ミンCと の相關關係等を究明

 し興味 あ る實験結果 を得 てい る.抑 ζ無壷藏 に地球 へ伏給 せ られてい る太陽 エネルギ ーの最 も

 巧 妙に して能 率の よい利用,即 ち車轍 と蓄積 は緑色植物 の光合威 に よ り途行せ られ てい る.地

 球 上の凡ゆ る生物 は直接 間接 に植物 による光合成 の産物 を利用 してい るの であ る.こ の重要 な
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光合成に於けるビタミンCの 役割は實に興味深い問題である故に著者はその研究を綾行 してい

る次第である.

 申す迄 もな く,贅 澤な山海の珍味必すしも榮養上完全な りとは云い難 い.食 物に僅かな欠陥

があるばか りに人盟が病原菌に犯 され る事がしばしばある,ビ タミンは食晶中に偏在してお り

食品の精製加工調理に依つて失われ易いか ら,殊 に留意すべき榮養素の一つである.ビ タミン

の不足は一生涯を通 じて不健康の原因となる故に幼小見,妊 産婦は殊に注意すべきであるが,

数多 く出版せ、られたビタ ミンに關する書物を見 るに,各 種のビタ ミンの含有量を同一軍位にて

表わし,叉 甚だ至難ではあ るが各食品の所謂ビタミン保健量を表示 した ものは未だ入手 してい

ない.こ こに於て世人の不自由を補 うべ く極めて大謄ではあるが之を一一覧表 にしたのが次表で

ある.し か し,か かる表 にこだわる事な く紳経質になる事な く,明 るい氣持で各種の食品を美

味しく頂 く事こそ更に重要である事を忘れてはならない.

             Chart of Vitamin History

             Part I. Deficiency diseases.

In man:

  1720   Scurvy  (Kramer)   Prevente(l empirically by diet a・lditions・

  1882  Beri-1・Cri(Takagi)

ca。 1900    Rickets

  1847   ]Budd.             Anti-seorbutic fracto「Posヒulatcd・

In eXperimental animalS:

  1890-7 Eijkman.       Experimental bcri-beri discovered.

    .               Firミt work Qn anti-1)eri-beri factor.

  1901  Grijns        Beri-beri simply a deficiency disease.

  1907-12Holst&Frδlich。  Experimenf翫l scurvy.      '

  '                      Scurvy similaily a deficiency disease.

                Work on anti・scurvy factor・

  1912  Funk.        The" vitamine'"thGory.

                Anti・beri-beri, anti-scurvy, anti-rickets imd allti・

                pellagra vitamines postulated.

  1920  Drummolld.     Named``vitamin"(VITAMIN)

              Part II. Normal diets.

  1888 1・unin.  t I'urifi・d basa1 di・ts i・adequate.

  1909   Stepp.          Extracte〔l LTead and milk inadequate.

  1905 1)ekelharin.g.    8mall supplement of milk suffices.

  1912   Hopkins.     ・    Convincing quantitative evldence for theso acces。

                sory factorg.

  1915  MeCollum&Davis. Two sしlch factors at least.

         (L.J. Harris: ``Vitamins in Theory and Practice2')
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         滞 聞;ピ タ ミ シGに 蘭 す る 知 見

              各 種 ビ タ ミン の 保 健 量

^纏 鎧 歯
子(麟 霧 臨 翻 禦 物B1・ 撫 甚歯子(霊蝿 羅 瞬 灘 螺)

        lm・%1保 瞳 ・   1・ ・%1保Ptk・'9

-{1了12欝o::撰:鞭 縄 劇ll5 ・
X覆 草 甘 藍 19・2--6・4 26--78 豚  肉 L4  71

バ タ ー 5・1--2・2 100'-227大  豆 O
.7..O.61143～167

チ ー ズ 3・2"-1・6 156'-312卵  黄 O
.5  200

人 参2・6'一"1・3192～384玄 米0 .4～ α3250～333

ト マ ト 1・6  312 蔽 穣 草 骨 藍O .18..O.12 556--833

肝  臓 4・5--0・2 111'v2500馬 鈴 薯 甘 藷O ,1S.-o.1 667.-1000

牛  乳 O・6'-O・2 833～2500魚  眼 128  0.78
Fウ モ ロ コ シ 0.13～0.1  3846～5000

緊 鰹 翻 熱 灘 織1認・)q粥 懸癬 騨 綴欄 搬 鑛)
I  im・%1保 触 ・   lm・%1保 瞳 ・

婆 酒 酵 母 3.O-}2.5 33～40 煎  茶2CO-.150 25～33

牛    肝    臓    1.7～L5      59・-67    番          茶    200【v120      25網回42

魚  眼 2-v1 150・vlOO牛 副 腎 100] 50

椎 茸'1100ト ウ ガ ラ シ120{vSO 42～100

雲          丹      0.8          125           苺            75          67

ビ ー ナ ツ ト  0.6   167  レ モ ン,ミ カ ン 50・v30  100～167

卵 黄0.55182柿5010①

卵 白 〔).45 222甘 藍40 125

   蕪            ().3          333      馬    鈴    薯     27-v15      185～333

甘          藷      0.22         455      ト     マ     ト      15          33串
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ee満 田=農 化誌14(工938)1228
,1335,1485;16(1940)493。

     化學研究所講演曾(工943)並 に榮養食糧學會(1948)に て講演.

絡 りに臨み絡始御懇篤なる御指導御鞭捷並に本稿の御校閲を賜つた恩師近藤金助教授に深甚の謝意を表す

る次第である.        (昭 和24年8月4日 受 理)
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